災害図上訓練
－マニュアル－

地震災害編
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加古川グリーンシティ防災会
はじめに
「大災害なんて、そう簡単に起こらない。」、「何十年に1度の災害のために訓練なんて緊張感がない」という言葉をよく耳にします。自主防災組織の訓練が継続的に行われない大きな理由の一つであり、地域防災力が向上しない要因でもあるようです。確かに大地震の発生は100年サイクルとも言われ、風水害についても、気象観測などの進歩により、ある程度の「予知」が可能であると言われています。しかし、誰が阪神・淡路大震災を予測できたでしょう。また、今回の台風２３号の豪雨についても、数時間前までは「激しい雨が降り続いているが、時間が経てば収まってくる」と思った人は少なくないと思います。災害はいっ発生するかわかりません。100年後かもしれませんが、数時間後かも知れません。
　今般、誰もが参加でき、近隣同志でコミュニケーションを取りながら、地域の防災について楽しく、かつ、真剣に考え、継続性も期待できる「災害図上訓練」をグリーンシティ防災会の訓練に活用していく目的としてマニュアルを作成しました。
　この災害図上訓練は、地震、風水害に加え、社会問題化している連続放火火災も想定の対象としています。このマニュアルを活用して地域の特性・実状を取り入れた訓練を通じて、地域の防災コミュニティ形成が一層活発になればと思います。
加古川グリーンシティ防災会
災害図上訓練マニュアル
1 災害図上訓練とは

　災害図上訓練とは、地域で大きな災害が発生した場合を想定し、地図への書き込みを通して、参加者全員が主人公となり、積極的に災害の対応策を考えることができる防災訓練です。
　この災害図上訓練は、平成9年に三重県地域振興部消防防災課、防衛庁防衛研究所、防災ボランティア団体の官・学・民が一体となって産み出した防災トレーニングプログラム「災害図上訓練ＤＩＧ」を参考としたものであり、地図と透明シートを用いて書き込みを加えながら行うことを基本としています。
2 災害図上訓練導入の目的

「加古川グリーンシティ防災会」の災害対応能力の向上を図るため、災害図上訓練を導入し、地震や風水害、放火など市民生活の安全を脅かす出来事が発生した時に、地域にどのような被害が発生し、どのような対応をとればよいかなど考える機会を提供するものです。これにより、安全なまちづくりの課題や目標を明確にすることを目的としています。
※ ＤＩＧとは、Disaster（災害）、Imagination（想像）、Game （ゲーム）の頭文字を取って名付けられたもの
3 災害図上訓練の4つの特徴

（1）簡単・容易
　①準備が簡単で経費が安価である
　②自由なアレンジが可能である
　③普及が容易である
　ＤＩＧは、一般市民が気楽に取り組むことのできる簡易型の災害図上訓練です。準備が簡単で、経費も千円程度の会費で十分にまかなえる範囲のものです。難しいことは何もありませんから普及も容易ですし、1、2回やってみれば、自分なりにアレンジしてみたい点、工夫してみたい点が見えてくるはずです。仕掛けは簡単ですから応用も簡単です。たとえば、災害の種類（地震、津波、水害など）や立場（被災者か、被災者でもある災害救援を行う者か、被災者ではない災害救援を行う者かなど）、災害救援の局面（発災直後、3日後、1ヶ月後など）、災害救援の役割（ボランティア受け入れセンターの立ち上げ、避難所運営など）などに応じて、さまざまなアレンジが可能です。
（2）地図に「思い」を
　①地図との「対話」ができる
　②被害状況がリアルに判る
　③「地図への書き込み」を通して災害について考えることができる
　地図は、効率的な災害救援にはなくてはならないものです。ＤＩＧでは、参加者自身が地図に書き込みをしますから、オリジナルの防災マップを作ることになるわけです。被災状況や対応の状況を書き込んでいるうちに、地図が何かを訴えかけてくることが自然に理解できるはずです。手を動かすことは頭を動かすことでもあるのです。
（3 ）「グリーンシティ」再発見
　①「グリーンシティ」に起こりうる災害を知る
　②「グリーンシティ」の災害に対する弱さを知る
　③「グリーンシティ」の防災力の源泉を知る
　私達の普段の生活の中で、地図と接する機会はそんなに多くはありません。でも、地図には様々な情報があります。ＤＩＧのワークショップの中で地図に書き込みすると、自分の住む街や、助けを求めている人の住む街がどのような街なのか、自ずと理解できるはずです。「グリーンシティ」再発見ＤＩＧであれば、自分の街の災害に対する強さ弱さがより身近なものとして感じられるはずです。
（4）全員参加
　①参加者一人ひとりが主役になることができる
　②個人でできること、できないことが判る
　③役割分担がイメージできる
　ＤＩＧは災害対策本部の作戦会議のようなものです。作戦会議には独特の雰囲気があり、誰でも何かしら言いたくなるはずです。そして、個人と個人の意見がぶつかりあうからこそ参加意識は高まり、災害救援について様々な考え方があるということも自ずと理解されることでしょう。そしてその結果、よりよい災害救援の在り方がイメージされていくことになるでしょう。
4 災害図上訓練のスケジュール

スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　所要時間（目安）
　①　ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5分
　②　グループ分け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5分
　③　ビデオ又はパワーポイント上映　　　　　　　　　　  １０分
　④　プレイヤーの立場と災害想定の発表　　　　　　　　　　5分
　⑤　被害の地図への書き込み　　　　　　　　　　　　　　 20分
　⑥　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）　　　　４0分
　⑦　成果発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20分
  ⑧　フリートーク及びまとめ　　　　　　　　　 　　　　  15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　2時間以内
5 準備
（1）準備体制
　ＤＩＧのワークショップに参加する人は、大きく分けると2つ、細かく分けると４つのグループに分けられます。（ワークショップとは、研究集会、講習会、組織の枠を超えた参加者の共同による実験的な舞台づくりをいう。）
【ワークショップの企画・運営をする者】
　①ワークショップを企画し、全般的な運営を行う者
　②ワークショップで用いる被害想定を作成する者
　③ワークショップの講評を行う者
【ワークショップに参加する者】
　④一般の参加者（プレイヤー）
（1）準備体制
　自衛隊が行うような本格的な図上訓練を行うためには、専門家の動員や詳細な事前調査、蓋然性（ある程度確実）であるシナリオ作りなど、長期にわたる大変な準備作業が必要になります。しかし、ＤＩＧはそのようなものではありません。もちろん多少の準備は必要ですが、準備というには拍子抜けするくらいの簡単なものです。ともかく気楽に行えるのがＤＩＧです。そして何回かやっているうちに、どこに凝ればいいのか、どこは手を抜いてよいのか、どこは成り行きにまかせておけばよいのか、自ずと見えてくるはずです。
　ＤＩＧのワークショップの参加者は、大別すると2つ、細かく分けると４つのグループ（役割）に分けられます。まず、ワークショップの企画・運営を行う者とワークショップに参加する者に分けられます。
　前者がいわゆるスタッフの仕事で、
　①ワークショップを企画し、全般的な運営を行う者
　②ワークショップで用いる被害想定を作成する者
　③ワークショップの講評を行う者
　の3つに分けられます。②について、独力では難しいと思ったら、自治体の防災担当部局の方や防災研究の専門家に相談してみるのもよいでしょう。③についても②と同様に、自治体の防災担当部局の方や専門家、消防や警察、自衛隊の方に相談してみるのもよいでしょう。
　④一般の参加者（プレイヤー）
　は、ワークショップごとに定められる想定上の役割になりきって、与えられた被災状況や対応状況を踏まえて、地図に書き込み、「ああしよう」「こうしよう」「ああでもない」「こうでもない」と議論する人です。
　ワークショップ当日の会場設営などについては、スタッフは参加者に対してどんどん指示を出して、仕事を手伝ってもらいましょう。スタッフの仕事量を減らすことにもなりますし、参加者の当事者意識を高めることにもなります。参加者を「お客様」にしてはなりません。何と言っても防災の基本は「自分の身は自分で守る」なのですから。
（1）会場の準備品
  ① 進行役の机1脚
  ② 6～10人が座れる机の島
　③ ホワイトボード又は黒板
　④ マイク（拡声装置）
　⑤ 災害想定カード
　⑥ 災害状況カード（クロスロードを途中、取り入れる）
（2）机上の準備品
　① 地図（基本図は都市計画図などを拡大）
　② 透明シート（園芸用のビニールシートなど）
　③ 油性フェルトペン（8色マジック）
　④ 色付きシール（丸・四角）
　⑤ 付箋（大及び中）
　⑥ 名札（全員につける） 
　⑦ ベンジン・ティッシュペパー………ＤＩＧの消しゴム用として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬局、コンビニへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベンジンではなく、静電気防止剤などでも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マジックは消えます。
　⑧ 布テープ（ガムテープ）
　⑨ 模造紙（ホワイトボードの代わり）
　ガムテープやセロテープ、メンデイングテープ、大きめの付箋紙といった小道具類もあると便利です。色画用紙を短冊型に切り逆Ⅴ型に折り曲げれば、避難所などを地図上で表示するのに便利です。小ぶりの紙コップに速乾性ラッカーなどで色をつけ、さらに竹串と宛名シールで「お子様ランチの旗」を作ると、これも地図上での場所の表示に使えます。また、模造紙を壁や可動式ボードに貼り、地図と同様に透明シートをかぶせると、簡易型ホワイトボードとして使うことができます。
６　災害図上訓練の進行
①ガイダンス（5分）
・「災害図上訓練」についての概略を説明する。
・誰もが主人公として積極的に参加できることを説明する。
・真剣かつゲーム感覚で気軽にできることを説明する。
②グループ分け（5分）
・グループに○○班などの役割を付与しない。
・リーダー・サブリーダーをグループ内で決定し、グループ内の対応策のリー　ドをしてもらう。
・記録係を決定し、成果発表の準備をしてもらう。
・近隣同志でグループ分けをする。
③ビデオまたはパワーポイント上映等（10分）
・震災・風水害関係のビデオ上映及びパワーポイント使用による写真・イラス　トにより、危機意識・臨場感を高める。
・その他、リアリティの工夫を行い、雰囲気作りを行う。
④災害想定の発表（5分）・・・＜資料＞参照 
・訓練実施の必須項目であり、正確な内容とすること。
・口頭で発表し、危機意識を高めるとともに「災害想定カード」を各グループに配布する。
・必要に応じて、ホワイトボード等に掲示する。
⑤被害の地図への書き込み（20分）
・「想像力」を膨らせ、考えられる被害を自由に書き込んでもらう。
・難しく考えずに失敗を恐れず、「とにかく書き込み」を前提とするように促進する。
・一人一本「フェルトペン」を持つ姿勢から始まることの雰囲気作りを行う。
⑥ 災害状況の付加（40分）・・・＜資料＞参考
・おおよそ5分～10分間隔で、口頭で発表するとともに、「災害状況カード」を各グル－プに配付する。
・刻々と変化する状況を緊迫感の中でリアルに伝えることに配慮する。
・２～４個の状況付与が適当であり、地図への書き込み、議論の時間を十分取れるよう適当なタイミングを計る。
⑦成果発表（20分）
・グループのリーダーは、話し合われた対応策・内容について発表する。
・各グループ5分程度で発表する。
・対応を評価・採点するようなコメンテーターは置かない。
・地域防災力の課題・目標を明確にすることが重要であることを説明し、進行する。
⑧フリートーク及びまとめ（講評）（15分） 
・自由な議論を求め、参加者同志の議論を促進する。
・まとめについては、グループが行った対応策を採点するような講評は避け、感想及び今後の課題について講話し、本訓練の継続性を促進する。
※進行上の留意点
①時間は目安としての設定であり、進行状況に応じて変動すること。
②訓練総時間が2時間を越えると緊張感が欠如するので、時間配分に注意すること。
③訓練中の参加者からの質問については、最低限の回答とし、参加者自身が考えることを念頭におくこと。
④参加者の自主性、議論を最優先に考えて、進行するように配慮すること。
７　災害想定の発表・災害状況の付与について（＜資料＞参照）
　前記「６災害図上訓練の進行」中、④災害想定の発表、⑥災害状況の付与については、それぞれ次の例による災害想定カード、及び災害状況カードを活用する。

【地　震】　災　害　想　定　カ　ー　ド
	内　容
	


【地　震】　災　害　状　況　カ　ー　ド
	時　間
	平成　　　年　　月　　日（　　 ）         ：

	内　容
	

	対　応
	


＜資料＞
【地　震　編 】（例）
1 災害想定の発表（災害想定力ードの内容）
『○月○日（金）、午後６：００ごろ兵庫県加古川市北部と三木市南部を震源とする、M７．９の内陸型の直下型地震が発生しました。加古川市北部は震度６強を記録したほか、市内の大半が震度6弱以上の強い揺れを感じました。市街地全域でガス、水道の供給が停止し、一部の地域で停電しています。
各地で火災や建物の倒壊が数件発生し、死傷者が発生した模様、詳細については情報が混乱しており不明です。』
2 災害状況の付与（災害状況カードの内容）
① 「○棟○○階○○号室付近から火災が発生しました。高層階でもあり、延焼の可能性があります。隣家は高齢者の一人暮らし宅であることが判明しました。１１９番したが消防隊到着が遅れるとのこと。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消火及び避難誘導活動）
② 「○町２丁目２番地付近の資材置き場のブロック塀が倒壊し、下校児童数名がブロック塀の下敷きになり、足の骨折など重症を負っています。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（救出・救護活動）
③ 「主要道路の大部分は、瓦礫等の散乱と渋滞により、自動車の通行は出来ません。また、市内全域で死者５０人、負傷者数千人の被害です。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通報・情報活動）
④ 「○棟が倒壊しました。１階部分が押し潰され、多数のの住民が生き埋めになっています。なお、火災も発生しております。１１９番は混線し、不通の状態です。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消火及び救出救護活動）
⑤ 「Ａ棟トウホーが食糧品・飲料水などを町内会へ寄付したい申し入れがありましたが、窓口がわからず困惑しています。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（給食・給水活動）
⑥ 「氷丘南小学校の東側住宅において、大規模な火災が発生しております。現在、延焼中です。住民１０人程で小学校のプールからバケツリレーを実施していますが、効果がありません。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消火活動）
⑦ 「余震が続いていますので、家屋にとどまることは危険性が大きいと判断され、避難勧告が発令されました。氷丘南小学校に避難する必要があります。停電、NTT回線不通により、避難勧告の情報が町内会に行き渡っていません。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通報・情報活動及び避難誘導活動）
※ 災害状況の付与欄外の（ ）内の活動については、状況付与に対しての目的とする活動を示したもの
【地　震】　災　害　想　定　カ　ー　ド
	内　容
	  ○月○日（金）、午後６：００ごろ兵庫県加古川市北部と三木市南部を震する、M７．９の内陸型の直下型地震が発生しました。加古川市北部は震強を記録したほか、市内の大半が震度6弱以上の強い揺れを感じました。
 地全域でガス、水道の供給が停止し、一部の地域で停電しています。
 地で火災や建物の倒壊が数件発生し、死傷者が発生した模様、詳細につい情報が混乱しており不明です。


【地　震】　災　害　状　況　カ　ー　ド
	時　間
	平成○○年○月○日（金）１８：１５

	内　容
	○棟○○階○○号室付近から火災が発生しました。高層階でもあり、延焼の可能性があります。隣家は高齢者の一人暮らし宅であることが判明しました。１１９番したが消防隊到着が遅れるとのこと。

	対　応
	


【実践！　さぁ　ＤＩＧをやってみよう！】
　では、ＤＩＧのワークショップの流れに別して、ＤＩＧとＤＩＧのワークショップのノウハウをもう少し具体的に説明することにしましょう。
　下のフローは、所要時間を3時間とした場合のＤＩＧの流れを整理してみたものです。（このモデルでは、地図台作成などの会場設営はスタッフが行うことを想定しています。）以下、それぞれの段階で留意すべき点について、考えてみることにしましょう。
①　ガイダンス（５分）
▼
②　グループ分け（５分）
▼
③　ビデオ又はパワーポイント上映（10分）
▼
④　プレイヤーの立場と災害想定の発表（５分）
▼
⑤　被害の地図への書き込み
（地図への落とし込み）（２0分）
▼
⑥　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）
追加の書き込み（40分）
▼
⑦　成果発表（２0分）
▼
⑧　フリートーク及びまとめ（講評）（1５分）
①　ガイダンス
　「災害図上訓練」についての概略を説明します。誰もが主人公として積極的に参加できることを説明し、真剣かつゲーム感覚で気軽にできることを説明しましょう。参加者はすべてプレイヤーです。
①　ガイダンス（５分）
▼
②　グループ分け（５分）
▼
②　グループ分け（５分）
　ＤＩＧのテーマ、参加者の人数、特性、会場の大きさ、地図（台）の大きさや数などを考慮して、グループ分けを行います。1グループ10～15名程度であれば、無理なく全員が議論に参加することができるでしょう。
　各グループのリーダーは、企画・運営スタッフが事前にお願いしておいてもよいでしょうし、その場で互選して決める、あるいは機械的に決めるというのも一つの方法です。リーダーを決めてから議論を行うグループと、リーダーを決めないで議論を行うグループとを意図的に作るのも面白いでしょう。議論の成果報告はリーダーがやってもよいですし、他にスポークスパーソン（発表代表者）役を定めるのもよいでしょう。
　忘れてはならないことは、記録専門の係を決めることです。実際の災害対策本部の運営では、なかなか記録まで気がまわらないのが実情ですが。記録係は一見地味な存在ですが、災害救援の教訓を次の世代に引き継ぐためにも、大変重要な役割を果たしていることに思いを寄せて下さい。
①　ガイダンス（５分）
▼
②　グループ分け（５分）
▼
③　ビデオ又はパワーポイント上映（10分）
▼

③　ビデオ又はパワーポイント上映（10分）
　ワークショップの開始にあたり、映像資料の上映や被災体験者の話を聞くことは、被災状況をイメージする上で大変効果的です。これにより、参加者がＤＩＧにリアリティーをもって取り組むことができるからです。たとえば、阪神・淡路大震災のビデオを見せること、ゲストに被災者を呼ぶことなどが考えられます。
　また、ＤＩＧには12分のビデオもありますので、ワークショップの冒頭にこれを見てもらえれば、どのようなことを行うのか、参加者にイメージを持ってもらえるでしょう。
▼
③　ビデオ又はパワーポイント上映（10分）
▼
④　プレイヤーの立場と災害想定の発表（５分）
▼
④　プレイヤーの立場と災害想定の発表（５分）
　ＤＩＧを行なう際の基本的な前提条件の説明です。プレイヤーは、想定上、「どのような立場で」「どのような災害に対して」立ち向かうのか、その役割を認識してもらうためのものです。プレイヤーの立場は、プレイヤー自身の現実の立場でもよいですし、何かの役割を担ったことにしてＤＩＧに取り組んでもらってもかまいません。被災想定は、事前にスタッフが、自治体が実施している『被害想定調査報告』を要約するなどして作ります。
　ここでプレイヤーに提示する被害想定は詳細である必要性はありません。A4×1枚程度の簡単なものがよいでしょう。なお、『被害想定調査報告』の数字には、ある程度の幅があること（俗に「二倍半分」と呼ばれています）を、覚えておいて下さい。
　ＤＩＧにおける被害想定の付与は、実際に災害が発生した時の一般市民の災害対応に対する「刷り込み」となる可能性があります。きちんと資料を調べ、ある程度の幅はあるとしても、現実的な数字を示せるように努力して下さい。
▼
④　プレイヤーの立場と災害想定の発表（５分）
▼
⑤　被害の地図への書き込み（地図への落とし込み）（２0分）
▼
⑤　被害の地図への書き込み（地図への落とし込み）（２0分）
④で示された被災状況をもとに、想像力を豊かにふくらませて「当然考えられる状況」をイメージして地図に書き込んでいきます。
　まず初めに、目の前の地図に、災害救援に関連する施設（市町村役場、病院、避難所など）や交通網（鉄道、幹線道路など）、河川などを書き込んでいきます。そうすることで、土地柄や地域の災害に対する強さ・弱さが浮き彫りにされてきます。次に、示された被災状況とそこから当然に推定される事柄を書き込んでいきます。これらの書き込み作業がＤＩＧの醍醐味の一つです。書き込みを通して被災状況が視覚に訴えかける形で示され、ブレインストーミングに必要な情報の共有化もなされるからです。
　書き込み作業は、参加者の当事者意識を高めるものでもあります。誰か担当者を決めて行うのではなく、参加者全員が同時に書き込むくらいがちょうどよいでしょう。慣れないうちは、あまりはかどらないかもしれませんが、整理してから書き込むのではなく、書き込むことによって整理するよう、参加者を導いてください。頭や口よりも先に手を動かすべきなのです。
　大事なことは、参加者自身の創意工夫を導き出すことです。透明シート上に直接油性ペンで書き込むわけですが、この書き込み方法も、ＤＩＧの企画・運営スタッフが手取り足取り説明する必要はありません。何回か繰り返していくうちに、線の色と太さ、種類の使い分けなどが工夫されていくことでしょう。ただ、作戦地図の基本である、凡例や縮尺、方位、想定上の時間などが記入されていないと困りますので、この点だけは注意して下さい。
　色のついたシールを使う、色画用紙で立て札を作るなど、どのようにすれば地図はよりよく状況を示せるのか、皆さんで工夫してみて下さい。
④　プレイヤーの立場と災害想定の発表（５分）
▼
⑤　被害の地図への書き込み（地図への落とし込み）（２0分）
▼
⑥　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）
追加の書き込み（40分）
▼
⑥－１　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）
　　　　　　　　　　　　　　　　追加の書き込み（40分）
　災害の現場では、状況は時々刻々変化しており、とるべき対応も当然変化するはずです。新たな情報が入ったので方針を変える、というように。ＤＩＧでも、このような動的な状況の変化を参加者（プレイヤー）に伝え（「状況を付与する」と呼びます）、状況の変化に応じた対応の変化について、プレイヤーの判断を問うことがなされます。たとえば、「大きな余震が発生した」「○○トンネルが通行不能であるとの連絡があった（実は誤った情報であった）」などなど。言いかえれば、「刺激」に対する「反応」を見るということです。
　この際、「刺激」にあたる「状況を付与」するのは、ワークショップの企画・運営を担う者、特に被害想定を作成する者の役目です。「反応」つまり災害対応の在り方を考えるのはプレイヤーの役目です。そして、プレイヤーの判断は適当なものだったのかということを検討するのが、ワークショップの講評を行う者の役目になります。
　ただ、この動的な状況付与はあまり欲張ってはいけません。ＤＩＧに慣れていないとプレイヤーの処理能力がパンクして、ワークショップについていけなくなるからです。ですから、初心者が対象のＤＩＧの場合はこの点をあまり重要視しないことが肝要です。状況付与がゼロでも一向に差し支えないのです。ＤＩＧに慣れるに連れて、30分に1本、20分に1本、と状況付与の頻度を上げていけばよいでしょう。5分に1本の状況付与を処理できるようになれば、防災担当部局の職員として十分通用するレベルなのですから。
⑤　被害の地図への書き込み（地図への落とし込み）（２0分）
▼
⑥　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）
追加の書き込み（40分）
▼
⑦　成果発表（２0分）
▼

⑥－２　ブレインストーミング
　この段階になると、主催者が参加者を誘導しなくても、グループ内や参加者同士で自然と活発な議論を始まっているはずです。
　地域住民が主体のＤＩＧであれば、一連の作業を介して、プレイヤーである地域住民は、自分の住む地域の防災上の弱点や起こりうる災害のイメージが、自然に理解できてくることと思います。そうすると、住民として何か必要なのか、何をすべきなのかが、自ずと見えてきます。そしてそのことを、議論を通じてより深めることができるはずなのです。津波災害を想定したＤＩＧで「津波が来るとわかったとき、あなたは何をしますか？」という問いに、1人の住民は、「大声で『津波が来る！』と叫んで近所に知らせて回る」と答えました。これは、その人が自分なりに考えた答なのです。防災は「自助」から始まります。自分自身で考えてもらうこと、そのためのきっかけを作ること、これがＤＩＧのねらいであり、ＤＩＧをやる意味なのです。
　行政職員や災害救援ボランティアが主体のＤＩＧであれば、ＤＩＧはそのまま「災害対策本部」運営のシミュレーションになります。自ずとプレイヤーの議論は、本部要員として救援活動をどう行うかということに集約されていくでしょう。当然、時間経過とともに活動の焦点や必要とされる人的・物的資源が推移していくはずです。そこで、たとえば、災害救援活動をいくつかのフェイズに分け（24時間以内、48時間以内、72時間以内、1週間後、半月後、1ヶ月後、3ヶ月後、半年後、1年以降など）、前述の簡易型ホワイトボードを作成し、各フェイズ毎に災害救援活動の主目的や考慮すべき事項（主担当や
副担当、人的・物的資源の供給元など）を書き込んでみます。そうすると、「作戦地図」と、ボードに書かれた「何を考え何をしなくてはならないか・リスト」によって、災害救援活動はより具体的なものとして理解されることと思います。
　不明な点にぶつかった場合には、『防災六法』『防災基本計画』『地域防災計画』『災害救助の手引き』などの資料を用意し、その都度調べていく態度も必要なことです。
　上記は、グリーンシティでは、クロスロードに変更し、プレイヤー全員で、目の当たりになる状況を、みんなで判断します。

⑦　成果発表（２0分）
　プレイヤーグループのリーダー、あるいはスポークスパーソン（発表代表者）が、各グループで話し合われた内容を発表します。災害救援活動にべストはありません。他のグループは、別の考えに基づき、別の活動を取ることを考えているかもしれません。なぜそう考えたのか、なぜそういう活動をするのか、この点を考えることは、災害救援活動をより深くより広く考えることにつながります。
　成果報告を災害対策本部の記者会見風にするのも一つの方法です。この場合、当然突っ込み役も必要ですから、予め指名しておくのもよいかもしれません。誰かがマイクを持って、アトランダムに感想を聞いて回るというのもよいでしょう。
⑧　フリートーク及びまとめ（講評）（1５分）
　ワークショップのアドバイザー的立場の方から、議論の様子、報告の内容にっいてコメントしていただきます。問題点を指摘するというよりも、あるグループにおけるすぐれた発見や工夫をみなさんで共有しましょう、という視点からコメントしてもらうとよいでしょう。
　自治体の防災担当部局や消防機関の職員、防災研究者など学識経験者から、次につながるようなコメントをいただければ、ワークショップとしては大成功だと言えるでしょう。
⑥　災害状況の付与（動的な状況・クロスロード）
追加の書き込み（40分）
▼
⑦　成果発表（２0分）
▼
⑧　フリートーク及びまとめ（1５分）

付録　　　ＤＩＧの効果
（1）直接的効果
・地域の防災上の長所・短所が理解できる
・災害救援活動のイメージトレーニングができる
　ＤＩＧを行うと、書き込みという形で行われる地図との「対話」によって、地域の防災上の長所や短所が自然と理解されるようになるはずです。住民自身が、自分の手でハザードマップを作り、地域の防災上のウイークポイントを知ることや被災状況をイメージすることは、地域の防災力を高める第一歩です。
　また、ＤＩＧは災害対策本部運営のシミュレーションのスタイルをとっていますから、災害救援活動のイメージトレーニングにもなります。防災関係機関の職員にとっては、まさに災村本部運営のシミュレーションそのものです。
（2）間接的効果
・自主防災意識が育まれる
・地域の防災ネットワークづくりに役立つ
　参加者全員が真剣な討議を重ねることにより、参加者の間に連帯感が生まれ、信頼関係が育まれます。また、準備のための共同作業は、地域の防災ネットワークづくりに最適です。自主防災の意識が自然に芽生えることに大きな期待が持てます。
　さらに、ＤＩＧの特筆すべき効果として、参加者が自分で気付き自分で解決する力がつくこと、災害救援に必要な「仕切り」のセンスが身につくこと、地図の使い方に慣れること、などがあります。これらがあいまって、ＤＩＧは地域の防災力を無理なく自然に向上させることができるでしょう。
参考資料
· 小村隆史・平野昌「災害図上訓練ＤＩＧマニュアル」

· 名古屋市消防局「災害図上訓練マニュアル」

· 財団法人消防科学総合センター「地域防災データ総覧、阪神・淡路大震災基礎データ編」「地域防災データ総覧、地域避難編」
· 兵庫県「地震被害想定調査・報告書　平成１１年３月」「わたしたちの防災メモ、ワークショップ０１～０８」「自主防災のしおり」「自分たちのまちは自分たちでまもる」「安全安心コミュニティーファイル」
· 文部科学省大都市大震災軽減化特別プロジェクトチームクロスロード「ＣＲＯＳＳＲＯＡＤ」

· 静岡県総務部防災局「自主防災組織活動マニュアル」「協働（コラボレーション）による自主防災組織の活性化をめざして」

· 人と防災未来センター「阪神・淡路大震災教訓集」

· 静岡県総務部防災局「命のパスポート」

· 東京都葛飾福祉工場「わが家の防災対策」

· 毎日ムック「阪神大震災に学ぶ『イザ』という時100マニュアル」

· ワールドフォトプレス「ｍｏｎｏセイフティ・マニュアル、マグニチュード手帳」

· 自治省、消防庁、消防研究所、消防科学総合センター「簡易型地震被害想定システム」（プログラム）
· ケーブルネット鈴鹿「被害想定マップによる合同机上訓練“もし鈴鹿で震度６の直下型地震が起こったら・・・どうする？”」（ビデオ）
· 兵庫県「ひょうごの防災リーダー講座第11回、コミュニティ形成ワークショップＣＯＷ」

· 加古川市「加古川市地域防災計画、加古川市水防計画」　

おわりに

グリーンシティ災害図上訓練マニュアル作成には、グリーンシティ防災会のメンバー、三重県防災ボランティアコーディネーター養成協議会・ハローボランティアネットワークみえの平野昌氏、山本康史氏の力強い応援、自警団で協力してくれている多くの子供たちのお力添えにより完成にいたりました。ご協力いただきました方々には感謝し厚くお礼申し上げます。　　　　　　　　　平成１７年４月　加古川グリーンシティ防災会
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